学習指導要領が求める言語活動 : 令和２年度鳴門教育大学小学校英語教育センターシンポジウム基調講演 by 大城 賢 & Ken OSHIRO
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帰が完了した 1973 年に高校を卒業しました。そして東京に行きました。そこではじめて言葉が出てこない





















り前。だから自分たちの“This is my English.”という気持ちをもつことが、とても大切ではないかと思っ
ています。 
 私が大学生の頃は、英語と言えば native speakers と話すことが想定されていましたが、ご存じのよう







































































































































 これまで行われてきた英語の授業を少し見てみましょう。例えば“You have money.”これを疑問文にする
とどうなりますか。“Do you have money?”と聞きます。答えは一般動詞の文ですから“Yes, I do.”“ No, I 
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don't.”で答えます。ちょっと大袈裟に言えば、これまでは文構造を中心に指導してきました。今は随分変
わってきていますけれども。 
 この“Do you have money?”というのは、一体どんな時に使うのかということを考えて学ばないと、本当
の意味で使った、使えるということにはなりません。例えば、会場にいらっしゃる先生方、本当は時間を
取ってペアになり話し合って欲しいところですけども、こういう中ですから話し合うことができませんの
でちょっと考えてみてください。“Do you have money?”というのは、どんな時に使うのでしょうか。ちょ
っと１分ぐらい考えてみてください。 
 どうでしょうか、“Do you have money?”って、どんな場面で使いますか。いろいろ考えられると思いま
す。これは和泉伸一先生の本の引用ですが、例えば、友達と一緒にレストランに入ろうとしたけれども、
入口で財布を忘れたことに気付いた人が「あっ、お金持ってる？」という時に“Do you have money?”と聞
くでしょうね。それに対して、どのように答えたらいいでしょうか。 
 あるいは、こういう時もあるかもしれないですね。大学生の娘が、朝、家を出る時に、“I'm going out for 
dinner with my friend tonight.” 「今日はお友達とレストランに行くことになっているよ」と、お父さん
に言ったとします。優しいお父さんは、“Do you have money?” と聞くかもしれないですね。この場合は
「お金大丈夫？」という意味ですよね。 
 こういう場合もあるかもしれません。強盗が来て、その時“Do you have money?”これは「お金を出せ」
という意味です。つまりここで言いたいのは、場面によって意味が違うということです。“Do you have 
money?”は、「お金を貸して欲しいのだけど、持ってる？」という場合もありますし、「お金は大丈夫？」
という場合もあります。あるいは「金を出せ！」という意味もあります。 
 この時に、例えば“Yes, I do.”  “No, I don't.”で答えるというのを教えた場合ですね、これどうでしょう












 先生方のハンドアウトには別の例を書いています。“Do you have a pen?” という例です。私が中学校で
教えていた時は、まさしく文構造を中心に教えていました。「Do you have a pen? これは疑問文です。答
えは Yes, I do.ですよ。わかりましたか。はい、言ってみよう。Do you have a pen?」何度も何度も言いま
す。そして、持っている時は“Yes, I do. Yes, I do. Yes, I do.”、持ってない時は“No, I don't. No, I don't. No, 
I don't.”  repeat, repeat, practice, practice というように構文を覚えさせました。 
 これは本当にあった話なんですけど、ある日、ALT が来て、ペンを持ってなかった。そして一番前の生
徒に、“Do you have a pen?” と聞いた。この男の子、得意そうに “Yes I do.” と答えて終わり。これって
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コミュニケーションになっていますか。 
 まさしく私がやっていた授業の弱点です。目的・場面・状況の中で使ってないから、“Do you have a pen?”
が、場合によっては「ペンを持ってたら貸して」という機能があるということに気付く授業になってなか
ったということですね。ここは “Here you are.” と言って貸すべきところなんですね。これがまさしく目
的・場面・状況を設定するという意味です。それを設定しないと “Here you are.” なのか何なのか、何と
答えていいのかがわかりません。 
 私もよく講義室の後ろでボーッとしてノートも取っていない学生に“Do you have a pen?”と聞きます。
“Yes I do.”と答えようものなら、チョークでも投げたい気持ちです。「書きなさい」という意味であなたに











 もう１つ、言語活動を通して学ぶメリットを付け加えておきたいと思います。例えば、先生が ALT と対
話しながら内容をつかませていくというのをやりますね。“I get up at seven.” “I have breakfast at eight.”
とかね、こうやって一日の流れを言うというのをやります。 
 考えてみると、例えば “I get up at seven.” だけを取り出して、「どんな意味ですか？」と聞いても推測
のしようがないんです。単独の一文だけでは、言語習得をする時の大切な働きである推測して意味を捉え
ていく力が養われません。get up というのがわからない子にとっては、何度 get up と発音してもわかり
ません。ところが、先生が「これから先生の一日を皆さんに言うよ。 I get up at six. I eat breakfast at 
seven. I go to school at eight thirty. I eat lunch at twelve.」と一日の生活という場面の中で紹介する。自
分の生活を紹介するという場面を設定すれば、「ああ “I get up at six in the morning.” は、起きるという
意味なのかな？」という推測ができるということです。これはインプットを通して形式に気付くというこ





















れて対話をしてみましょう」というものがあります。A と B があって、「A: Hello. B: Hello. A: What sports 
do you like? B: I like（  ）．ここは自分の気持ちを入れてね。そうしたら次は How about you?と聞い




sports do you like?” と言った時に、スポーツが嫌いだと言いたいのに “I don't like sports.” がこの場合
は言えない。必ず “I like～.” で言わないといけないということになっているのです。ちょっとパターン化
しすぎていて、自分の本当の気持ちを自由に話すということにはやや無理があるかと思います。“What 













 ここに至るために、基礎的なことや練習、スポーツで使う単語 baseball, basketball, tennis とか“What 























sports do you like?” というのをキーセンテンスとして教えることになってはいるけど、別にこれを使わな
くても “Do you like soccer?” と相手に聞いて、“No, I don't. I like tennis.” と言うかもしれない。“Do you 
like soccer?” という質問、既習表現を使っても相手の好きなスポーツを引き出すことができる。これが鍵
です。 
 言語活動（思考力、判断力、表現力等）のところでは、既習表現も使って自分の目的を達成できる。“I like 
baseball. How about you?” これでもいいかもしれない。相手は “I like tennis.” と言うかもしれない。こ
のように限られたパターンにある表現のみを使って目標を達成するのではなく、既習表現もふんだんに使
って活動をするというところが、またもう１つのポイントだと思います。 
 実際は “What sports do you like?” だけで会話するということはほとんどないし、例えば、今日学んだ


































います。Lesson1 をやる時は Lesson1 だけ、Lesson2 をやったらもう Lesson2 だけ、Lesson3 は Lesson3 だ




































な言語活動の設定、ここはテキストを見ると can と can't が中心なんですけどね。先生の授業観でそれを
打ち破るというのでしょうか。“What food do you like?” が出ていました。Do you like～?も I like～.も出
ていました。I can cook.も出ていました。Who is he? も出ていました。こういうのが雑多には出てきてい
るんですけど、場面が設定されているのでとてもわかりやすい。関連があるので推測がしやすいというこ

































の本当のことを話していました。そこから can と can't の意味がわかっていくということですね。ほとん
ど日本語が出てこないけれども、子どもたちはそれがわかっていくというプロセスでした。 
 そして次は、「ALT の夏休みの思い出を聞く」、あれ？can と can't の話じゃなかった？と思ったんです
けど、夏休み明けということもあったんですかね、“Where did you go?”という過去形を使い、これまで学
んだ既習事項を入れて、ALT が “I went to America. I went to Sacramento beach.” と言っています。 








 第３時になると、今度は「small talk：好きな食べ物」、“Do you like salmon?”というのが出てきました。
“Yes, I like salmon. I like syabusyabu too. I ate syabusyabu yesterday.” と言っていたら、子どもから「ゆ




ウンで食べたの？」といった話が出てくる訳ですね。“What food do you like?” 今度は子どもたちに振っ




くて、本当に単元を越えつつ、しかし単元のターゲットも忘れないで入れながら最終的には“Who is he?” 
にもっていくという授業でした。 
 途中でしっかりと知識・技能としての Guessing game という単語力を呼び覚ますというのでしょうか、
必要な単語を使う。そして次はクイズで楽しみながら表現に慣れていくという活動ですね。さらに実際に
学校の先生が登場して “Who is she?” と進めていき、「誰だろう」と考えて答える活動です。最終的には、
自分のできること、できないことを紹介し合うという活動です。 
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な言語活動の設定、ここはテキストを見ると can と can't が中心なんですけどね。先生の授業観でそれを
打ち破るというのでしょうか。“What food do you like?” が出ていました。Do you like～?も I like～.も出
ていました。I can cook.も出ていました。Who is he? も出ていました。こういうのが雑多には出てきてい
るんですけど、場面が設定されているのでとてもわかりやすい。関連があるので推測がしやすいというこ































































 ちょっとこれも脱線するんですけど、『We Can!』が世に出た時に、“I want to be ～.”だったかな。この
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 時間があと１分になってしまいましたけど、私の勤めている琉球大学の附属小学校の先生方と、私は毎
週１回の勉強会をずっと重ねてきているんですけど、この先生の授業で評価基準を共有するという場面に
出くわしました。子どもと一緒に、「パフォーマンス評価を夏休みの前にやるよ。どのように評価したらい
いのかな」と話し合いをしているのですね。「どのように伝えたら“充実する夏休み”が伝わるかな」と。「た
くさんやりたいことを伝えるのもいいけど、１つやりたいことを言って理由をしっかり伝えれば、伝わる
と思う」とか「できるだけ具体的にやることを挙げた方がいい」とか、子どもたちがそれを話し合ってい
るんです。 
 それを見ながら、「じゃあそのように評価するからね、でもね、いつもやっていることだよね。授業でや
っていることがインタビューテストになるからね」と言って終わりました。つまり授業でやっていること
が評価されると言いますかね。だから子どもたちはテストに何が出るか、不安になるということがないと
いうことですね。手前味噌になって申し訳ないんですけれども、そういう評価観も大切かなと思います。 
 時間が来てしまいました。「コミュニケーションを経験することで、その結果として言語の構造または機
能に気が付く」、使いながら学ぶということです。そして自分で考えながら「創造的に言葉を使っている」
ということが大切なのです。授業をする時に「言葉を通して他者とつながる社会的な存在として捉えるこ
とを意味する」という、村野井先生の言葉ですね。目の前にいる子どもたちが、どういう風に言葉を使っ
ていくのか、何のために使っていくのかということを考えた時に、この授業はどこの方向に行くかという
ことが決まっていくということですね。他者とつながる、社会的な存在になる。そこを考えれば、そのよ
うな授業になるはずで、それは先ほど述べた学習指導要領でも述べていることです。 
 これは私が最後にいつも言っていることですけども、英語教師ということをやめて、コミュニケーショ
ンを教える教師、コミュニケーションが目的なんだから「英語コミュニケーション教師」であると考えて、
やっていきたい。ちょっと長いので“英コ教師”と短くして、自分たちは英コ教師なんだ。英語じゃないで
すよ、コミュニケーションを教える、そんな教師なんだよということをですね、教師が意識改革をすると
いうことが重要だと思います。２分ほど過ぎてしまいました。どうもありがとうございました。 
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